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巡
ｏ
　
高
野
　
武
久

　

⌒松
山
）

相
変
わ
ら
ず
将
棋
の
方
を
や

っ
て
い
ま
す
。

と
言

っ
て
も
世
話
役
専
門
で
、
日
本
将
棋
連
盟
県

支
部
連
合
会
の
事
業
局
長
、

つ
ま
り
将
棋
大
会
の
実

行
責
任
者
で
す
。

愛
媛
新
聞
３
、
読
売
新
聞
２
、
愛
媛
県
１
、
連
合

会
５
な
ど
、
年
間
十
指
に
余
る
県
大
会
の
運
営
を
受

持
ち
ま
す
が
、
時
に
は
参
加
者
百
数
十
名
、
十
二
時

間
く
ら
い
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

古
稀
を
過
ぎ
て
苛
酷
で
す
が
、
好
き
な
道
で
、
健

康
だ
か
ら
や
れ
て
い
ま
す
。
自
分
は
指
せ
ま
せ
ん
が
、

将
棋
の
健
全
な
発
展
に
尽
く
せ
る
こ
と
を
喜
び
と
し
、

頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

ｏ
　
溝
田
　
　
実

　

（松
山
）

退
職
し
て
、
早
十
七
年
余
と
な
り
ま
し
た
。

年
寄
り
は
、
や
が
て
近
づ
く
宿
命
の
病
気
や
ボ
ケ

防
止
に
、
自
分
に
適
し
た
趣
味
に
生
き
る
の
が

一
番

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
幸
い
、
昔
か
ら
の
テ
ニ
ス
を
続
け
て
お
り
、

愛
媛
県
軟
庭
連
盟
参
与
、
愛
媛
県
壮
年
会
理
事
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
顧
問
な
ど
の
ほ
か
、
松
山

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
を
十
二
年
余
務
め
、

マ
マ
さ
ん
テ
ニ
ス
の
普
及
と
底
辺
拡
大
に
、
多
少
役

立

っ
て
い
る
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
粗
大
ゴ
ミ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ボ
ケ
防

止
に
好
き
な
テ
ニ
ス
を
続
け
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

ｏ
　
中
林
　
　
　
久

　

（伊
予
）

私
の
蔵
書
の
中
に

「
御
大
礼
奉
祝
全
国
児
童
代
表

奉
献
菫
謡
集
」
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
年
秋
、
天
皇
御
即
位
の
大
典
の
際
、
純
真

無
垢
な
子
供
達
の
真
情
を
連
ね
た
童
一謡
こ
そ
が
、
清

廉
な
祝
品
で
あ
る
と
の
趣
旨
で
、
全
国
の
小
学
校
か

ら
、
男
女
生
徒
各

一
名
の
作
品
を
選
び
、
四
、
五
二

二
編
を
収
録
し
、
天
皇
に
献
上
し
た
も
の
で
、
私
の

作
品
も
こ
の
中
に
あ
り
ま
す
。

昨
今
、
こ
の
秋
の
御
即
位
の
儀
に
つ
い
て
、
種
々

物
議
が
か
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
往
時
を
偲
び
、
現

今
の
風
潮
を
考
え
る
と
き
、
世
の
変
遷
に
感
慨
無
量

の
思
い
で
す
。

ｏ
　
石
川
　
輝
義

　

（新
居
浜
）

若
い
頃
か
ら
の
趣
味
で
、
今
だ
に
カ
メ
ラ
を
い
じ

っ
て
お
り
ま
す
。

年
の
せ
い
か
、
昨
今
は
撮
影
行
動
も
鈍

っ
て
来
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
当
地
の
写
真
サ
ー
ク
ル
星
影
会

の

一
員
で
あ
り
、
ま
た
日
本
報
道
写
真
連
盟
の
会
員

と
し
て
も
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

家
で
は
サ
ツ
キ
の
鉢
植
な
ど
を
、
処
せ
ま
し
と
置

い
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
が
、
お
か
げ
で
手
入
れ
が

仲
々
大
変
で
す
。

さ
て
、
写
真
撮
影
も
サ
ツ
キ
の
手
入
れ
も
、
健
康

で
な
い
と
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
の
で
、
折
を
見
て

は
近
く
の
山
や
河
川
敷
を
歩
き
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

ｏ
　
東
野
　
円
典

　

（西
条
）

退
職
し
て
六
年
、
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去

っ
た

感
じ
、
体
の
方
は
軽
い
高
血
圧
ぐ
ら
い
で
、
今
の
と

こ
ろ
元
気
で
す
。

皆
さ
ん
の
よ
う
な
立
派
な
趣
味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

日
下
ゴ
ル
フ
、
ド
ラ
イ
ブ
、
小
旅
行
、
家
庭
菜
園
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
の
パ
ー
ト
な
ど
、
結
構
、
退
屈
し
な
い

毎
日
を
元
気
で
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
海
外
旅
行

（北
米
）
と
お
寺
参
り

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
二
の
人
生
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
、
頑
張
る

つ

も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ｏ
　
佐
藤
　
政
澄

　

（高
松
）

第
二
の
職
場

「
四
国
通
信
サ
ー
ビ
ス
腑
」
を
六
年

半
で
昭
和
五
八
年
に
退
職
し
、
以
来
好
き
な
釣
り
や
、

電
電
ＯＢ
で
作
る
ゴ
ル
フ
、
俳
画
、
盆
栽
の
会
に
入
会

し
、
参
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
健
康
で
、
ゆ
と
り
あ

る
心
豊
か
な
余
生
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、　
一

昨
年
四
月
、
突
然
脳
出
血
で
意
識
不
明
と
な
り
、
救

急
車
の
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

幸

い
出
血
が
少
な
く
、
個
所
も
良
か

っ
た
の
か
、

後
遺
症
も
な
く
、
家
族
と
と
も
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
は
食
事
療
法
と
歩
く
こ
と
に
努
め
、
再
発
を
注

意
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

ｏ
　
福
島
　
春
枝

　

（高
松
）

私
の
祖
父
時
代
、
四
国
八
十
八
ケ
所
参
り
は
七
十

日
位
か
か

っ
た
。
昔
の
人
は
罪
滅
ば
し
と
か
、
重
い

病
気
で
発
心
し
て
、
家
族
や
知
人
と
水
盃
で
出
た
ら

し
い
、
急
所

。
難
所
で
助
け
を
求
め
る
人
も
無
く
、

無
縁
仏
と
な

っ
た
人
も
多
い
ら
し
い
。

現
在
は
バ
ス
で
十
二
泊
す
れ
ば
お
参
り
で
き
る
、

一
国
あ
て
タ
ク
シ
ー
で
参
る
こ
と
も
、
ま
た
高
い
山

で
も
山
門
ま
で
車
で
行
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。

参
る
気
持
は
、
昔
も
今
も
変
わ
り
は
な
い
が
、
今

更
の
よ
う
に
感
無
量
と
言
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。

後
生
を
願

っ
て
、
次
は
四
国
別
格
二
十
霊
場
参
り

を
し
て
、
百
八
の
煩
悩
消
滅
の
旅
に
出
た
い
。
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）

ｏ
　
香
川
　
敏
子

　

（丸
亀
）

近
況
を
…
と
い
う
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

も
と
よ
り
皆
様
に
ご
報
告
で
き
る
よ
う
な
、
立
派
な

近
況
な
ど
あ
る
は
ず
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
今
年
の
夏
は

「
暑
い
暑
い
」
を
連
発

し
な
が
ら
、　
ヘ
ソ
天
で
テ
レ
ビ
に
か
じ
り

つ
き
、
ひ

た
す
ら
暑
さ
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待

つ
毎
日
で
し
た
。

で
も
考
え
て
み
る
と
、
こ
う
い
う
グ
ウ
タ
ラ
な
生

活
が
送
れ
る
の
も
、
こ
れ
ひ
と
え
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
さ
ん
の

お
陰
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
夫
婦
で
仲
よ
く
旅
行
な
ど
し
な
が

ら
、
長
生
き
し
た
い
も
の
だ
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

ｏ
　
真
鍋
　
定
男

　

（高
瀬
）

毎
月
十
日
の
午
前
五
時
、
寺
の
本
尊
の
前
で
静
座

し
、
般
若
心
経
を
唱
え
て
か
ら
筆
を
取
り
、
写
経
を

始
め
ま
す
が
、
月

一
回
の
写
経
会
に
参
加
す
る
こ
と

一
一
二
回
、
十
年
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

退
職
後
霊
場
巡
り
を
思
い
立
ち
、
最
初
は
、
早
く

般
若
心
経
を
覚
え
た
い
と
、
毎
朝
家
で
写
経
を
始
め

た
の
で
す
が
、
暇
が
あ
れ
ば
二

・
三
行
で
も
と
机
に

向
い
、
雑
念
を
忘
れ
、
無
心
で
筆
を
持

つ
こ
と
が
習

性
と
な
り
、
先
日
六
千
巻
を
越
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
悪
筆
は
生
ま
れ

つ
き
で
、
美
し
く
は
書

け
ま
せ
ん
が
、
丈
夫
な
間
は
続
け
た
い
と
頑
張

っ
て

い
ま
す
。ｏ

　
高
橋
　
　
寛

　

⌒徳
島
）

昭
和
五
十
二
年
、
高
齢
退
職
し
て
共
済
年
金
生
活

者
に
な
り
ま
し
た
。

人
生
五
十
年
と
思
い
定
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
歌
の

文
句
で
な
い
け
れ
ど
不
思
議
に
命
永
ら
え
て
、
と
に

か
く
生
き
て
、
世
の
行
く
末
を
見
届
け
に
ゃ
な
ら
ん
。

老
人
会
の
囲
碁
ク
ラ
ブ

「
棋
道
会
」
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

Ｂ
の
囲
碁
サ
ー
ク
ル

「
縁
台
ク
ラ
ブ
」
、
そ
れ
に
町

の
碁
会
所
な
ど
で
、
そ
れ
こ
そ
下
手
な
碁
を
打

っ
て

い
ま
す
。

昭
和
六
十
年
か
ら
対
局
ご
と
に
碁
き
ち
君
に
書
く

こ
と
を
続
け
、
日
下

一
万
三
千
に
な
り
ま
し
た
。

ｏ
　
宮
本
登
美
子

　

（徳
島
）

家
の
近
く
で
安
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
売

っ
て
い
た
。

あ
る
日
、
手
芸
店
で

ス
テ
ン
シ
ル
マ
ー
カ
ー

（布

用
）
を
見

つ
け
た
の
で
、
ふ
と
思
い
つ
き
、
Ｔ
シ
ャ

ツ
の
中
に
新
聞
紙
を
入
れ
、
花
柄
を
書
い
て
み
た
。

ま
あ
ま
あ
の
出
来
だ

っ
た
の
で
面
白
く
な
り
、
世
界

で
た
だ

一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作
り
毎
日
着
て
い
る
ｃ

絵
は
上
手
で
な
い
が
、
自
分
な
り
に
楽
し
い
名
前

を

つ
け

「
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」

「
夏
の
日
の
思
い
出
」

「
支
那
の
夜
」

「夜
の
蝶
」

「笹
の
葉
さ
ら
さ
ら
」

（楽
譜
）
等
々
。

こ
れ
か
ら
も
、
面
白
い
名
前
を

つ
け
て
楽
し
み
た

い
ル
一思

っ
て
い
る
。

ｏ
　
渡
辺
　
源
道

　

（高
知
）

こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
も
無
く
、
善
も
な
け
れ
ば
、

財
も
な
い
、
海
中
に
紡
律
う
水
母
の
よ
う
に
、
海
水

に
任
せ
切
り
の
毎
日
で
、
あ
え
て
趣
味
と
い
え
ば
寒

蘭
の
培
養
で
す
。

寒
蘭
と
の
付
合
い
は
も
う
十
五
年
に
な
り
ま
し
た
。

春
は
芽
、
晩
秋
は
清
楚
な
花
、
気
品
の
香
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
引
き

つ
け
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
寒
蘭
と
の
付
合
い
を
大
切
に
生
き
、

「
花
を
愛
す
る
者
は
…
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し

つ
つ
…
…

）

ｏ
　
大
崎

（法
明
）
嘉
幸

（嶺
北
）

満
目
白
雪
と
霧
氷
に
覆
わ
れ
た
木
立
、
暗
夜
に
木

枯
し
の
ヒ

ュ
ー
ヒ

ュ
ー
と
鳴
く
音
、
山
桜
の

一
面

咲
き
競
う
朝
、
中
空
の
緑
の
上
に
白
雲
が
浮
き
満
ち
、

離
合
集
散
し
、
万
態
を
呈
し
て
流
れ
る
。

自
然
の
恵
み
の
山
菜
、
農
作
物
を

つ
い
ば
む
鳥
達
、

自
然
の
織
り
成
す
偉
大
さ
、
冷
厳
の
妙
と
幽
玄
の
気
、

あ
る
日
は
心
浮
き
立

つ
思
い
を
誘
う
。

嶺
北
山
頂
の
求
道
農
園
山
家
、
町
に
降
り
る
と
海

と
川
に
釣
り
糸
を
垂
れ
る
。

近
親
者
、
運
勢
関
係
な
ど
来
訪
者
雑
多
か

つ
多
数
、

妻
と
共
に
、
日
々
新
た
に
、
自
然
と
共
に
生
き
て
い

ま
す
。

佐
々
木
　
光

（枚
方
）

お
天
主
と
カ
ナ
女
に
逢
う
て
帰
る
秋

道
路
鏡
淋
し
く
は
な
し
彼
岸
花

連
体
を
勝
手
に
せ
い
と
い
う
財
布

宅
急
便
解
け
ば
出
て
く
る
嫁
ご
こ
ろ

虎
の
子
の
二
十
五
坪
の
草
を
引
く

靴
下
の
仕
末
を
さ
せ
て
五
十
年
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国

退
職
者

の
皆
様

か
ら

の
お
問

い
合

わ

せ
先

皆
さ
ま
か
ら
の
各
種
お
問
い
合
わ
せ
は
、
皆
さ
ま

１
支
店
総
務
課
が

ヽ
る
地
域
の
Ｎ
Ｔ
〔

の
居
住
さ
れ
て
い

窓
口
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

松

山

支

店

総

務

課

長

〇
八
九
九
―
三
六
―
二
八
四

一

八
幡
浜
支
店
総
務

課
長

〇
八
九
四
―
三
二
―
二
五
〇
〇

宇
和
島
支
店
総
務

課
長

〇
八
九
五
―
三
二
―
〇
六
五
〇

今

治

支

店

総

務

課

長

〇
八
九
八
―
二
三
―
三
四
八
二

新
居
浜
支
店
総
務

課
長

〇
八
九
七
―
三
七
―
三
七
〇
〇

高

松

支

店

総

務

課

長

〇
八
七
八
―
三
九
―
九

一
一
一

丸

亀

支

店

総

務

課

長

〇
八
七
七
―
二
二
―
九
二
九

一

徳

島

支

店

総

務

課

長

〇
八
八
六
―
二

一
―
四

一
六
五

総

務

課

長

阿

南

支

店

〇
八
八
四
―
三
二
―

一
一
〇
〇

阿
波
池
田
支
店
総
務
課
長

〇
八
八
三
―
七
二
　
一
一
可
八
五

総

務

課

長

高

知

支

店

〇
八
八
八
―
二

一
　

一二
七
八
八

土
佐
中
村
支
店
総
務
課
長

〇
八
八
〇
―
三
四
―
四
〇

一
三

総

務

課

長

安

芸

支

店

‐
四
１
０
０
五

一

〇
八
八
七
〓
‐́

）

な
お
、
四
国
支
社
総
務
部
は
、

〇
八
九
九
―
三
六
―
三
〇
四

一
で
す
。

鰈
鋒
癸
］

「
――一 「N丁 丁 トークカルチャースクール」参加者募集概要 ――一一 ―

1開催 日時   毎週木曜日 (1講座 4国 ) PMl:00-3:00
2開催場所   NTTイ ンフォメッセ松山

3講  師

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
で
は
、
電
話

一
〇
〇
　
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て

一
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ト
ー
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
」
を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
支
店
内
の

「、Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
ン
フ

ォ
メ
ッ
セ
松
山
」
で
開
催
し
て
い
ま
す

ｏ

こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
全
国
の
十
四
会
場
で
同
時
開

催
す
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
東
京
本
社
テ
レ
ビ
ス
タ

ジ
オ
か
ら
生
放
送
で
送
ら
れ
る
講
師
の
映
像
と
と
も

に
、
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
会
場
の
教
室
を
結
び
、
学
び

な
が
ら
暮
ら
し
の
文
化
を
創
造
し
て
い
く
新
し
い
形

の
ト
ー
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
化
て
す
。

九
月
の
講
座
は
、
講
師
に
料
理
研
究
家
の
バ
ー
バ

ラ
寺
岡
さ
ん
を
迎
え
、　
″本
当
の
健
康
と
は
″
を
テ

ー
マ
に
四
回

（毎
週
木
曜
日
）
開
催
し
、
九
月
六
日

に
開
校
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
で
は
、
十
月
以
降
の
各
講
座
の
参
加

者
を
上
記
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

9月 バーバラ寺岡 「バーバラ流健康美容学J

10月 落合意子   「自分を表現するための創作法コ

11月 山本コウタロー 「暮らしの中のエコロジー教室」

12月 大宅映子   「世界感覚のライフスタイルJ

30名 1多 数の場合は、抽選 )

電話または、郵送で受付ます。

各開催月の前月の 5 FIま でに

無料但 しテキス ト代500円

丁 790松山市一番町42 NTT松山内「NTTイ ンフォメッセ松山」

a (0899)32-5701

4募集人数

5お申し込み方法

6受付の締切

7受 講 料

8お 申し込み先

-4-
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「
第
十
五
回
電
話
応
対

コ
ン
ク
ー
ル
四
国
大
会
」

入
賞
者
決
定
／

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
で
は
、
日
本
電
信
電
話

ユ
ー
ザ
協
会

四
国
地
方
本
部
主
催
の

「
第
十
五
回
電
話
応
対

コ
ン

ク
ー
ル
四
国
大
会
」
を
、
き
る
九
月
七
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

プ
ラ
ザ
松
山
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
平
成
二
年
度
の

「
電
話
応
対

コ
ン

タ
ー
ル
全
国
大
会
」
の
四
国
地
区
予
選
で
あ
り
、
四

国
四
県
か
ら
選
出
さ
れ
た
四
七
名
が
参
加
、
日
頃
研

さ
ん
し
た
応
対
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

競
技
は
、　
ヨ

般
社
員
の
部
」

（
三
四
名
）
と

「
電
話
交
換
取
扱
扱
者
の
部
」

（十
三
名
）
の
二
種

同
に
分
か
れ
、
出
場
選
手

一
人
ひ
と
り
が
、
か
か

っ

て
き
た
電
話
に
対
す
る
応
対
内
容
の
親
切
さ

・
機
転
・

誘
導

。
品
位

・
言
葉
の
明
瞭
度

・
速
さ
等
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

競
技
時
間
は

一
人
三
分
間
で
、
こ
の
時
間
内
に
応

対
を
完
了
さ
せ
る
も
の
で
、
特
に
今
年
度
も
、　
三

般
社
員
の
部
」
に
男
性
三
名
が
出
場
し
、
白
熱
し
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、　
三

般
社
員
の
部
」
優
勝
者

一
名
及
び
準

優
勝
者
二
名
、　
卓
電
話
交
換
取
扱
者
の
部
」
優
勝
者

一
名
は
、
十
月
七
日

（木
）
札
幌
市
で
開
か
れ
る
全

国
大
会
に
、
四
国
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ョ
ン
の
輪
を
広
げ
た

「
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
」
を
使

っ
て

第

二
回
四
国
子
供

サ
ミ

ッ
ト
を
開
催
〃

九
月
八
日
田
午
後
二
時
よ
り

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
で
は
、
九
月

八
日
出
社
会
教
育
の

一
環
と
し
て
、
二

一
世
紀
を
担

う
四
国
四
県
の
子
供
達
に

「
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
」

を
開
放
、
実
際
に
使

っ
て
近
未
来
の
電
気
通
信
を
体

験
し
て
い
た
だ
く

「
第
二
回
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

自
由
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
中
か
ら
、

日
頃
会
話
を
す
る
機
会
の
少
な
い
四
国
四
県
の
子
供

達
の

「
友
情
の
輪
」
が
今
年
も
広
が
り
ま
し
た
。

＊
こ
の

「
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
」
を
使

っ
て
、
四

国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
に
い
る
小
学
生
に
司
会

進
行
役
を
と

っ
て
い
た
だ
き
、
各
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
の
小
学
生
と
テ
ー
マ
に
つ
い
て
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。

:
愛
媛
県
…
泊
小
学
校
、
由
良
小
学
校
、
坂
本
小
学
校

（松
山
市
）

（四
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
会
垂
喜

〔
生
徒
十
六
名
、
先
生
五
名
〕

香
川
県
…
男
木
小
学
校

（高
松
市
）

（香
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
会
議
室
）

〔生
徒
十
二
名
、
先
生

。
ご
父
兄
五
名
〕

徳
島
県
…
川
内
南
小
学
校

（徳
島
市
）

（徳
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
会
議
一３

〔
生
徒
十
名
、
先
生
二
名
〕

高
知
県
…
浦

ノ
内
小
学
校

（須
崎
市
）

（高
知
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
室
整
書

〔生
徒

一
一
名
、
先
生

。
ご
父
兄
五
名
〕

一 :― 実施要領  ― ―´ 一  ´

時 平成 2年 9月 8日 田午後 2時～同 4時

所 ホス ト役一NTT四 国ネットワークセンタ

テレビ会議室 (松山市一番町 4-2)

〔四国・香川 。徳島・高知の各ネットワ=
クセンタとテレビ会議で直結〕

膳11日
霞:2場名
 |

1 3 テレビ会議

:   議   題  「各地の話題 。特色、自慢」等

14参
加者

必1塀¥Ittil」IIttI]合
紹

と_… …_´____―´̂̂‐ ヽ́ 一́´́・‐

◎一般社員の部

順  位 協会名 氏  名 事 業 所 名

優  勝 高松地区 鎌野和 了 香川いすヽ自動車巾

準優勝 高知地区 ○入交邦彦 い高知大丸

準優勝 宇摩地方 塩田員子 人土製紙m
優秀賞 徳 島地区 掛尾尚美 lll徳 島そこう

優秀賞 月鳥    F号 松山真理 体力大塚製薬工場

優秀賞 高知地区 須 内若菜 ll高知人丸

優秀賞 今治地区 竹内理枝 四国通建‖‖

優秀賞 松山地区 向井益美 帥 いよてつ そごう

◎交換取扱者の部

順  位 協会名 氏  名 事 業 所 名

優  勝 松山地区 上 野純 子 ll伊予銀行

準優勝 松山地区 柚山涼子 ll‐ いよてつそこう

準優勝 高松地区 汐先洋子 朧穴吹人材派遣センター

-5-
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香川NWC
TV会議室

高知

高知f需セ
TV会議室

徳島

〔詈Rwc
TV会議室

松山

〇
訛
〇

二
、
テ
レ
ビ
会
議
体
制

好
評
の
テ
ル
ウ

ェ
ル
家
庭
介
護
者
教
室

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
を

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
ね
た
き
り
老
人
の
介
護
は

家
庭
に
と

っ
て
大
変
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
き
て
お

り
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
の
援
護
対
象
者
の
中
に
も
、
ね
た

き
り
な
ど
で
介
護
を
要
す
る
老
人
を
か
か
え
て
お
ら

れ
る
方
が
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
し
、
将
来
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
た
め
に
介
護
知
識
を
身
に

つ
け
た
い
と
い
う
希
望
者
も
増
え
て
お
り
ま
す
．

そ
彙
て
テ
ル
ウ

ェ
ル
で
は
、
今
年
も
、
家
庭
で
で

き
る
ね
た
き
り
老
人
の
基
本
的
な
介
護
知
識
や
実
技

を
修
得
す
る
た
め
、
次
に
よ
り

「
家
庭
介
護
者
教
室
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
退
職
者
、
現
職

者
の
方
々
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
高
松
、
徳
島
、
高
知
の
各
県
庁
所
在
地
で

も
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
各
営
業
所
の
主
催
で
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
営
業
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
実
施
月
日

‐１
月
‐３
日
吹
　
１３
時
～
１７
時

（
４
時
間
）

●
実
施
場
所

Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松
山

。
三
階
大
ホ
ー
ル

（松
山
市
清
水
町
３
，
７９
）

●
参
加
定
数
　
６０
名

（中
し
込
み
先
着
順
）

●
実
施
内
容

ね
た
き
り
老
人
の
家
庭
内
で
で
き
る
介
護
知

識
の
修
得
、
お
よ
び
介
護
者
と
し
て

一
定
の

役
割
が
果
せ
る
実
技
修
得
を
目
標
と
し
ま
す
。

い
・　
　
‐１１
　
ね
た
き
り
老
人
の
現
状

ぃ　　‐４‐‐３‐‐２‐　け「』疇摯̈一一̈
に

″
　
　

‐５，
　
か
ら
だ
の
清
潔
保
持

●
講
師
　
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

門
屋
征
洋
先
生

●
注

¨
テ
キ
ス
ト

・
資
料
は
無
料
配
付
し
ま
す
。

交
通
費
は
個
人
負
担
と
し
ま
す
。

●
お
申
し
込
み

。
お
問
い
合
わ
せ
先

テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

電
話

（０
八
九
九
）
三
二
―
九
九
五
五

〒
七
九
〇
松
山
市
南
持
田
町
四
〇
―
三

文

化
財

め
ぐ
り

を
実
施

テ
ル
ウ

ェ
ル
で
は
、
今
年
も
、
退
職
者
文
化
活
動

行
事
の

一
環
と
し
て
、
七
月
十
三
目

（金
）
、
松
山

市
教
育
委
員
会
設
定
の
コ
ー
ス
に
よ
る
文
化
財
め
ぐ

り
を
、
松
山
市
の
専
用
バ
ス
で
行

っ
た
。

コ
ー
ス
は
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
前
を
ス
タ
ー

ト
し
、
ま
ず
、
愛
媛
の
伝
統
産
業
で
あ
る
伊
予
か
す

り
会
館
で
、
織
と
染
の
実
演
を
見
学
し
、
三
津
の
渡

し
を
小
舟
で
渡
り
、
水
産
市
場

へ
行

っ
た
。

水
産
市
場
で
は
、
新
鮮
な
魚
が
家
庭
に
届
く
ま
で

の
仕
組
み
の
説
明
や
、
零
下
げ
の
冷
凍
庫
に
入
る
体

験
を
し
た
。
松
山
総
合
公
園
で
四
国
連
峰
、
松
山
市

街
地
や
瀬
戸
内
海
を

一
望
し
な
が
ら
昼
食
を
と

っ
た

後
、
松
山
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（考
古
館
）

を
訪
れ
、
市
周
辺
か
ら
出
土
し
た
土
器
、
石
器
等
の

遺
物
や
、
堅
穴
式
住
居
址
な
ど
の
遺
構
の
写
真
や
モ

デ
ル
を
見
学
、
記
念
撮
影
を
し
て
帰
途
に
つ
い
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
四
十
八
名
の
Ｏ
Ｂ
の
方
が
た
は
、

近
く
に
居
な
が
ら
こ
れ
ま
で
訪
れ
る
こ
と
も
な
か

っ

た
施
設
や
文
化
財
等
に
つ
い
て
、
知
識
、
見
聞
を
広

め
る
こ
と
が
出
来
、
大
変
勉
強
に
な

っ
た
と
有
意
議

な

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

算
閻

Ｏ
Ｂ
と
現
役

の
社
交
ダ

ン
ス
ク

ラ
ブ
発
足

美
し
い
、
軽
や
か
な
リ
ズ
ム
で
華
麗
な
ダ
ン
ス
は

に
Ｉ

イ

カ

？

電
電
Ｏ
Ｂ
松
山
社
交
ダ

ン
ス
愛
好
会
が
結
成
さ
れ
、

八
月
十

一
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昭
和

二
十
年
ご
ろ
の
第

一
次
ダ

ン
ス
ブ

ー
ム
で
は
、

電
電

の
職
員
が
大
活
躍
、
多
数

の
競
技
選
手
を
出
し

ま
し
た
ｃ
そ
の
後
長

い
問
忘
れ
ら
れ
て
い
た
の
が
、

-6-
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数
年
前
か
ら
復
活
し
、
老
若
男
女
が
気
軽

に
で
き
る

レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
脚
光
を
あ
び

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｏ
Ｂ
の
方
た
ち
が

「昔
と

っ
た
杵

柄

」
を
発
揮

し
、
健
康
と
社
交

に
役
立

て
よ
う
と
企

画
さ
れ
た
の
が
こ
の
愛
好
会
で
。
七
月
二
八
日
、
二

十
人
の
発
起
人
が
集
ま

っ
て
会
則
を
決
め
、
八
月
か

ら
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
に
移
し
ま
し
た
。

会
則
に
よ
り
ま
す
と
、
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
の
健
康
増
進

と
親
睦
が
目
的
で
。
会
員
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
退
職
者
ま
た

は
社
員
と
そ
の
家
族
。
毎
月
二
日
以
上

レ
ッ
ス
ン
や

練
習
を
行
い
、
年

一
回
以
上
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
。
会

費
は
千
円
で
、
会
場
は
石
原

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

敬

弔

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

浦
宗
　
義
尚
様

梶
原
　
恒
利
様

檜
垣
　
英

一
様

鶴
本
　
菫
ユ
勝
様

上

野
　
義
夫
様

小

野
利
喜

信
様

大
名
門

通
春
様

山
中

　
忠

広
様

公
文
　
　
進
様

森
　
秀

二
郎
様

松

川
　
俊
明
様

河
野
　
　
日外
様

阿
部

　
　
智
様

和

田
　
　
勇
様

新

居
　
士景
隆
様

鈴
木
健
太
郎
様

飛
鷹
光

五
郎
様

氏

　

　

名

２

●
９

ｏ
２‐

２

・
９

●
Ｉ

２

●
９

・
Ｉ

，

〓

９

ｏ

ｌ ７

２

●

８

・

２ ７

２

・
８

・
２４

２

・
８

ｏ
ｌ７

２

・
８

あ

２

・

７

，

３ ‐

２

・
７

・
Ｉ

２

・
６

●
２４

２

●
６

ｏ
ｌ７

２

・
６

●
Ｉ

２

・
６

・
１４

死
亡
年
月
日

六

五

七

八
ノ` 八

六

六

七

七

〇
七 七

六
七
五

八

五

五

九

六

九

・八
四

八

〓
一

七

〇

昔
子
を
十

Jヒ

条

松

　

山

松

　

山

松

山

松

　

山 瀬

松

山 矢□

南

国

松

　

山 松

松

　

山 松

松

　

山

徳

島

新

居
浜

伊
予

三
島

所

属

（雄
郡
平
―
九
―
二
五
、
駐
車
場
あ
り
）。
当
面
は
毎
月

第
二

。
第
四
土
曜
日
の
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で
。

経
験
者
と
入
門
者
の
ニ
コ
ー
ス
を
設
定
、
初
め
て
の

人
も
参
加
で
き
る
。
初
心
者
は
ス
ク
エ
ア
ー
ル
ン
バ

や
ブ

ル
ー
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
経
験
者
は
キ

ュ
ー
バ

ン
ル
ン
バ
か
ら
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
、
ジ
ャ
イ
ブ
、
ク
イ

ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
な
ど
、
ど
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
行

っ

て
も
恥
を
か
か
な
く
て
す
む
よ
う
特
訓
し
ま
す
。

会
員
を
募
集
中
で
す
が
、
女
性
の
希
望
者
が
多
―・、

の
で
、
事
務
局
で
は
男
性
の
応
募
を
求
め
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

。
お
問
い
合
わ
せ
は

「
〇
八
九
九
―
五

二
―
六
八
二
四
」
の
五
藤
哲
雄
氏

（北
斎
院
八
四

一
）

ま
ぃて
。

余

　
　
栄

従
六
位
勲
六
等
端
宝
章

故
　
木
　
花
　
好
　
雄
様

正
七
位
勲
六
等
端
宝
章

故
　
佐
々
木
　
馬
　
吉
様

正
七
位
勲
五
等
端
宝
章

故
　
一二
　
好
　
正
　
恩
様

勲
六
等
端
宝
章

故
　
新
　
居
　
士黒
　
隆
様

（死
亡
順
）

（伊
予
三
島

）

釉嘔響
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愛
媛

県
皇

居
奉

仕

団

々
長

大
森
勇
さ
ん

（
８４
才

・
宇
和
島
）
に
感
謝
状

″愛
と
汗
″
の
本
団
運
動
に
協
力
し
、
か

つ
青
少

年
の
健
令
な
育
成
に
寄
与
し
た
と
し
て
、
都
道
府
県

奉
仕
団
の
う
ち
、
特
に
功
績
の
あ

っ
た
２２
団
体

（
四

国
で
は
唯

一
）
に
対
し
、
東
京
青
年
文
化
会
館
開
館

３０
周
年
を
記
念
し
て
、
き
る
七
月
十
日
、
同
館
々
長

お
よ
び
財
団
法
人
修
養
団
主
幹
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、　
一

層
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

青
春
懐
古

荘

野

丹

秀

局

海
）

川
柳
漫
画
を
描

い
て
み
た

人
は
み
な
　
若
き

日
の

心

に
秘
め
し
　
土円
春
は
あ
る
も

の

そ

っ
と

心
の
小
箱

の
紐
を
解

い
て

見
る
も
　
ま
た
よ
し

石
　
村

（伊
予
三
島
）

我
か
父
は
　
一
．〇

三
高
地
で
　
戦
傷
し

今
次
戦
で
　
由辰
地
失
う

春
近
し
　
〈
「
年

の
桜
　
見
え
ず
と
友
は

ふ
と
ん
被
り
て
　
あ

の
世
行
く
な
り

亡
き
友

に
　
似
た
る
面
影
　
な

つ
か
し
く

話
し
か
け
た
き
　
駅

の
朝

肺
と
ガ

ン
　
手
術
を
う
け
て
　
八
十
路
行
く

世

に
亡
き
友

に
　
す
ま
ぬ
日
々

追

　

　

想

計
吋
（丸
亀
）

ｏ
電
線
盗
難

　

（観
音
寺
在
勤
時
代
）

真
夜
中
に
　
障
害
通
知
　
出
動
す

三
間
の
柱
間
　
銅
線
皆
無

ｏ
雪
害

　

（線
路
巡
回
）

大
雪
で
　
錆
線
太
く
　
氷
着
し
　
　
　
あ
‐
」

縮
み
て
重
く
　
切
れ
る
は
彼
処
か

ｏ
瀬
戸

の
夕
景

　

（
金
蔵
寺
中
継
所
で
）

落
日
の
　
揉
細
０
コ
ロ
ナ
　
ロ
も
眩
ゆ

漣
ゆ
れ
て
　
光
り
輝
く

ｏ
瀬
戸
内
海

瀬
戸
の
海
　
往
き
交
う
舟
も
　
数
繁
く

蒼
き
海
原
　
波
静
か
な
り

ｏ
人
生
観

様
々
の
　
苦
難
来
る
と
も
　
乗
り
越
え
て

我
は
歩
ま
ん
　
法
華
経
の
道

人
生
は
　

一
葉
万
里
　
舟
の
旅

進
路
定
め
て
　
輝
き
進
め

¨
随

筆
¨
執
念
の
津
軽
海
峡

孵
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・〓
こ
１
”手
“れ

猪

　

谷
　
一景
　
夫

（高
松
）

終
戦
直
前
の
二
年
間
、
私
は
札
幌
逓
信
局
に
勤
務

し
て
い
た
。
当
時
、
北
海
道
に
は
植
民
地
的
意
識
が

あ

っ
た
の
か
、
土
地
の
人
は
本
州
を
内
地
と
言
い
習

わ
し
て
い
た
。

在
札
中
、
毎
年
二
～
三
回
は
会
議
な
ど
で
内
地

ヘ

出
張
す
る
が
、
当
時
は
空
路
も
な
く
、
専
ら
青
函
連

絡
船
を
利
用
。
そ
の
連
絡
船
も
敵
潜
水
艦
来
襲
の
不

安
が
あ
り
、
ま
た
冬
場
は
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

も
あ

っ
て
苦
難
の
海
峡
で
あ

っ
た
。

こ
ん
な
次
第
で
、
私
は
津
軽
海
峡
に
殊
の
他
執
念

を
持

っ
て
い
る
。
そ
の
津
軽
海
峡
が
二
十
数
年
に
亘

る
難
工
事
の
末
、
瀬
戸
大
橋
の
開
通

一
か
月
前
に
、

海
底
ト
ン
ネ
ル
″
正
し
く
は
津
軽
海
峡
線
と
し
て
開

通
し
た
。
そ
れ
で
私
は
存
命
中
、
是
非
海
峡
ト
ン
ネ

ル
を
通

っ
て
み
た
い
と
念
願
し
て
い
た
。

と
言
う
訳
で
、
北
海
道

へ
の
交
通
が
最
も
輻
軽
す

る
盆
休
み
に
、
他
の
事
情
も
あ

っ
て
決
行
す
る
羽
目

）

Iハ
卍`卍`卍・卍・1  台風シーズンを迎え、気象の問題を作っ

:ハ テな ?: てみました。
i.・ 、.・ 、.・ 、́ ・ヽ・ヽイ    ([)(21い FFオ■が上三しい~こ

しょ う。

1表紙 |
1 の ヽ

1 言葉 |

〇台風 とは日本では北西太平
洋域 内の最大風速が

〇どち らの台風が強い ?

〇台風一過 、美 しい虹 、一番
上 の色 は

〇「晴、後 、雨 Jの マー クは
?

〇この夏 は署か った真夏 日と

ιま ?

○やがて寒 い冬 、真冬 日とは
?

〇外気温 と内気 温度差 の適 温

は ?

{:ヨウ:lti[8歎i:糧二:[
{::|:1曇生:::ミ にミI;♭
①赤
②青
① H‐

―
|

l② l楽 lol

{8量喜曇渥::憂;士

{:量雇曇1:匿棄鸞
{:品墨:肉

功
(81才 )

一膝
　
田
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に
な

っ
た
。
東
京
か
ら
札
幌

へ
の
直
行
特
急
は
全
部

満
員
、
辛
う
じ
て
青
森
行
き
の
寝
台
券
を
入
手
で
き

た
。
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
深
夜
に
通
過
す
る
こ
と
を
避

け
、
早
朝
か
夕
方
に
通
過
す
る
た
め
列
車
の
選
択
に

苦
労
。

八
月
十
五
日
、
途
中
、
名
古
屋
に
住
む
娘
の
家
に
老

妻
を

一
時
預
け
し
て
、
夜
の
上
野
を
出
発
し
た
。

翌
早
朝
青
森
着
、
直
ち
に
海
峡
線
で
函
館
に
向
う
ｃ

客
室
の
入
口
上
部
に
は
海
峡
ト
ン
ネ
ル
の
略
図
が
掲

示
さ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
部
分
を
列
車
の
進
行
に
応
じ
て

赤
色
豆
電
球
が
点
灯
し
、
五
粁
毎
に
水
面
下
の
距
離

を
表
示
す
る
の
で
進
行
状
況
が
よ
く
分
か
る
。

ト
ン
ネ
ル
の
総
延
長
は
約
五
四
粁
、
う
ち
海
峡
部

分
は
二
三
粁
、
海
峡
の
両
岸
十
数
粁

の
地
点
か
ら
海

底
に
斜
行
す
る
。
最
深
部
は
海
峡
の
ほ
ぼ
中
間
で
水

深

一
四
四
米
、
海
底
下

一
〇
〇
米
。
ト
ン
ネ
ル
内
の

左
右
に
は
緊
急
時
の
避
難
用
側
坑
が

一
定
の
間
隔
で

設
け
て
あ
る
。
海
峡
部
を
通
過
す
る
と
、
心
な
し
か

ホ

ッ
ト
す
る
感
じ
が
し
た
。

戦
前
の
札
幌
は
人
口
二
五
～
六
万
と
記
憶
し
て
い

る
が
、
現
在
は

一
六
〇
万
余
り
に
膨
脹
し
、
都
心
は

高
層
ビ
ル
が
櫛
比
し
、
広
い
街
道
も
今
で
は
谷
間
を

往
く
あ
り
さ
ま
。
僅
か
の
時
間
で
市
内
の
主
だ

っ
た

所
を
駆
け
足
で
見
る
。
在
札
当
時
の
面
影
は
殆
ど
な

く
、
い
ず
こ
も
現
代
風
に
様
変
わ
り
し
て
い
る
の
に

驚
く
。
北
海
道

へ
は
若
い
人
達
が
殺
到
す
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
人
々
の
セ
ン
ス
に
マ
ッ
チ
し
な
い
所
は
さ

び
れ
る
よ
う
で
、
そ
の
好
例
は
定
山
渓
温
泉
で
あ
る
。

今
回
の
旅
行
は
単
な
る
観
光
で
は
な
く
、
年
来
の

執
念
の
決
算
で
あ
る
た
め
、
折
角
の
北
海
道
も
札
幌

に

一
泊
し
た
だ
け
の
ピ
ス
ト
ン
旅
行
で
終
わ

っ
た
次

第
で
あ
る
。

エ
ー
ジ
シ

ュ
ー
ト

（
Ａ
Ｇ
Ｅ

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
丁
）
達
成

の
喜
び

士口　
田
　
丸
　
蔵
け
（松
山
）

一
昨
年

一
月
二
日
、
道
後
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い

て
、
旧
電
電
Ｏ
Ｂ
翠
石
会
年
始
め
の
第

一
三
三
回

コ

ン
ペ
で
、
優
秀
な
成
績
で
快
適
な
プ

レ
ー
を
し
て
い

る
八
五
才
の
私
を
動
ま
す
た
め
に
、
思
い
が
け
ず
長

谷
川
会
長
か
ら
、
特
別
賞
と
し
て
鶴
亀
ナ
イ
ス

・
フ

ァ
イ
ト
賞
」
を
受
賞
、
有
難
く
拝
受
し
、
何
と
か
こ

の
賞
に
報
い
た
い
と
心
に
秘
め
、
練
習
に
励
み
、
そ

の
練
習
の
中
心
を
飛
距
離
と
寄
せ
ヮ
ン
に
置
き
、
誰

の
指
導
も
受
け
ず
独
り
専
ら
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト

の
講
読
と
、
そ
の
指
導
要
領
に
よ
る
練
習
、
そ
れ
こ

そ
雨
が
降

っ
て
も
火
が
降

っ
て
も
と
言
う
位
自
宅
の

練
習
場
で
、
ア
」
の
練
習
が
最
後
に
物
を
言
う
の
だ
」

と
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
、
他
人
か
ら
見
れ
ば
ゴ

ル
フ
気
違
い
と
言
わ
れ
た
位
、　
コ
ー
ス
ヘ
も
月
七
日

は
出
か
け
、
そ
の
間
司
法
書
士
業
務
も
行
い
、
健
康

管
理
の
た
め
主
治
医
の
月
二
回
の
健
康
診
断
を
受
け

て
健
康
に
留
意
し
、
頑
固

一
徹
、
負
け
ず
嫌
い
の
性

格
か
ら
、
五
年
に
亘
る
待
望
の
エ
ー
ジ
シ

ュ
ー
ト
達

成
の
夢
が
今
年
年
始
め
の

一
月
七
日
、
第

一
五
五
同

翠
石
会

コ
ン
ペ
に
お
い
て
実
現
し
ま
し
た
。

こ
の
快
拳
達
成
の
陰
に
は
、
長
い
間
の
翠
石
会
会
長

を
始
め
、
会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
声
援
の
賜
で
、

感
謝
感
激
の
至
り
で
す
、
本
誌
上
を
借
り
て
厚
く
お

礼
を
申
し
述
べ
ま
す
。

一少
々
細
部
に
亘
り
ま
す
が
、
今
回
の
エ
ー
ジ
シ
ュ

ー
ト
は
、
ア
ウ
ト
四
二
イ
ン
四
三
の
ス
コ
ア
ー
八
五

で
、
私
の
年
令
よ
り
ニ
ア
ン
ダ
ー
で
五
年
間
の
夢
が

実
現
し
、
道
後
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ

ン

（昭
和
二
十
四

年
）
以
来
初
め
て
の
快
拳
と
し
て
、
同
倶
楽
部
よ
り

認
定
の
証
書
と
共
に
、
立
派
な
記
念
品
も
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
の
間
、
愛
媛

県
下
で
も
初
め
て
の
こ
と
ら
し
い
が
、
南
海
放
送
に

よ
リ
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
、
四
国
ゴ

ル
フ
新
聞
に
も
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
去
る
六
月
二
十

一
日
に
は
道

後

コ
ー
ろ
‘

ア
レ
ビ
愛
媛

の
密
着
取
材
が
あ
り
、

「
次
の
目
標
は
？
」
と
尋
ね
ら
れ
、

「
現
在
の
健
康

状
態
の
維
持
に
つ
と
め
、
九
十
才
で
五
ア
ン
ダ
ー
の

八
五
が
日
標
」
と
回
答
し
た
手
前
、
必
ず
日
標
を
達

成
せ
ね
ば
と
決
意
し
て
い
る
次
第
で
す
。

投
　
稿

　
規

　
定

一　

会
員
消
息
　
四
〇
〇
字
以
内

一
一　
短
歌
、
俳
旬
、
川
柳
　
五
首
又
は
五
句
以
内

〓
一　
随
筆
、
随
想
　
工（
○
○
字
以
内

原
稿
締
切

一
一
月
二
〇
日

・
字
数
は
な
る
べ
く
お
守
り
く
だ
さ
い
。

。
原
稿
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
お
任
せ
願
い
ま
す
。

電
友
会
四
国
連
合
会
会
報
　
　
第
七
二
号

平
成
二
年

一
〇
月

一
日
発
行

編

集

発

行
　
一電
友
会

四
国
連

合
会

事

　

　

務

　

　

局

松
山
市

一
番
町
四
―
三

（〒
七
九
〇
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
内

電
話
（〇
八
九
九
二
圭
（
―
二
〇
二
三

印
　
刷
　
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社
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ONTT 104番力ものお知らせ

日頃から104番をご不J用いただき、

誠にありがとうございま現

このたび平成2年12月 1日0から、

番号案内の104番のご利用を

1番号案内につき30円 とさせて

いただきま魂

何となど理解とひきつづきのご

利用をよろしくお願い申し上げ

まJヽ

この実施にあわま お手持ちの通信機能付きのパソコン

や、キャプテン等の端末機から、NTTの番号情報セン

ターに″ セスし、ご自身で全国の電話番号を調べること

ができるサービスを開始しま魂 この場合の料金は、全

国どこからでも3分 10円 (午後 11時 ～午前6時 lM分 10

円)と なります。また、全国の「ハローページ」(50音別電

話帳)を ど希望の方に無料で提供 (送料はID・客さま負

担)させていただきます。

来上記の金額には消費税は含みません。(公衆電話は除きます)

[これ∫‖鶴∫1‖ギよぎ:]]讐 lillしま視 ]
「無料番号案内」をご希望の方は事前にお申込みくださt｀。

轟無料で番号案内をさせていただく方

鬱身体障害者手帳をお持ち■ 次のいずれかの障害のある方

区   分

視党障害 |～ 6級

肢 体 不 自由 (上 肢 、体幹 寧t幼 児期

以 前 の非 進行 性 の脳病 変 による運

動機 能障害 )

|、 2糸及

醸戦傷病者手帳をお持ちξ 次のいずれかの障害のある方

区   分 障害の程度

視力の障害 特別項症～第6項症

上肢の障害 特男1項症～第2項症

お 申 込 み 開 始 日  ヨ

「

月 見 2毎 モ 拶 訓 日 l■ l

※9月 日以降随時受け付けさせてしヽただきますが、2月 日からこ利用いただけるよう、

お早めにお申込みください。

議お申込み方法

所定の申込書と、身体障害者手帳または戦傷病者手帳の該

当ベージ(お 名前、手帳番号、障害名、級別・障害の程度)を

コピー(複写)したものをいっしょに、最寄りのNTT支店/営業所
へ郵送してtヽただくか、手帳をご持参のうえ直接ご来店くだれ 。ヽ

なお、代理の方t二よるお申込みも承りま魂

※所定の申込書は、NTT支店/営業所、地方公共団体の福祉事務所、または関係福祉

団体などにバンフレットとともに備え置きま魂 また、NTTの支店/営業所にご連絡いただ

ければこ郵送いたしま魂

奮書葛語
内に関する局番なしの116番へあれ

0受付時間 月曜日～金曜日/8:30～ 7:Op土曜日/8130～ 2:30

[爾隧[評繊聯:鮒戴]
NTTの番号情報センターに

直接アクセスし、全国の電話番

号を調べることができる専用端

末機を無料でお貸ししま丸 平

成2年度は全国で10万 台、3

年度10万 台、4年度は5万台

の貸し出しを予定しております。

(2年度のお申し込みは9月 lH-9月 30日 で終 Fい たしま
した0
③お申込みは1加 入電話契約者回線 (1電 話番号)につき

1件とさせていただきまt
機ご希望が多数の場合は、抽選とさせていただきま丸

[  ,iソコ;II'Illilli:螢;しま魂  ]
電話番号検索は市販の通信ソフトでも可能ですが、ご希望の

方にはパソコン用ソフトを無料で■D‐ 譲りしま丸 9月 1日①よりお申

込み受付を開始いたしま九

爾お申込み方法

F官製の往復はがれに次の事項をご記入のうえ、郵送願いま丸

①氏名(申 込者名)②年齢③性別④職業⑤電話番号⑥電話

の契約者名⑦住所(電話機設置場所)()パソコンの機種◎フ

ロジピーディスクのサイズをそれぞれご記入くださヽ、
※返信用のはがき|ヨよ返送先の住所・宛名を

=記
入ください。

議′くソコン用ソフトのお申込み先※全国共通

〒100東京中央郵便局留「NTTパソコン用ソフト係」

鐵お引き渡し方法等

平成2年 11月 下旬以降、順次郵送t二よりお届けしま魂

囲お問合せ先 疇輛端末機のお問合七晨同じて筑
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